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〔目 的〕

Ａｎｏｒｅｘｉａ ｎｅｒｖｏｓａ （Ａ Ｎ） は 思 春 期 痩 竜 症 と 同 義 に

扱 わ れ 易 いカミ
，

稀 なカミら 思 春 期 以 降 に 発 症 す る 遅 発 性

ＡＮ（遅 発 例）の 存 在 も ま た 知 ら れ て い る
．

希 少 さ ゆ え，

ま だ不明 な点 淡多 い遅 発例 につい て 自験例 ３例 を得だ

の で， 本 論 で は， 文 献 的 考 察 に 加 え， 臨 床 像
，

経 過
，

症状 学 的特徴 を明 らか にし， その 発達 論的 発症 背景 に

つ い て 試 論 を 展 開 す る こ と を 目 的 と じ た
．

〔対 象お よ び方法〕

１９８３～１９９２年ま でに 東京 女子医 大神 経精 神科 に入 院

し た 女 性 例 ３ 例 に つ い て 詳 細 な 症 例 報 告 を 行 っ た
．

文

献 的 に は 遅 発 例 に つ い て
，
１９７６～１９９０年 ま で に１７例（本

邦７ 例） の比 較的 詳細 な症例 報告カ§あ るの で， これ を

ふ ま え つ つ
，

ま ず 従 来 指 摘 さ れ て い る 思 春 期 例 と 自 験

例の 症状 学的 横断面 像 を精神 病理 学的 に分 析 した 後，

主 と し て Ｅｒｉｋｓ ㎝，
Ｅ
．
Ｈ
．

の ラ イ フ サ イ ク ル 論 に 依 拠 し

て，
遅 発 例 の 発 達 論 的 発 症 背 景 に つ い て 論 を 展 開 し た

．

〔結果〕

こ れ ま で の 報 告 に よ れ ば
，

遅 発 例 は３０～逐０歳 台 に 多

く発 症 し， 結 婚率， 挙 子率共 に高 く， 発症 が緩 徐で 受

診ま での 期間カミ長 いが， 自 験例全 例（初 診 時３８～４８歳）

が こ の 文 献 的 考 察 で 得 た 特 徴 に ほ ぼ 一 致 し た
．

ま た
，

初発 年齢 を除 け ば
， 現 行の ＡＮ の 診断基 準 （末 松ら，

ＤＳ Ｍ一弧Ｒ な ど） に 該 当 し た
．

〔考察 およ び結 論〕

１． 症 状学 的 特徴 を示 す． ① 食と 体 重 を巡 る 症 状 で

は， 思春 期例 の痩せ 願望， 体 重恐 怖， 多彩 で劇 的な 食

習慣 異常 な ど著明 な恐怖 強 迫症的 特徴 に対 比 し， 遅 発

例の超 俗 的価値 観， 禁欲 主義 的痩せ 志 向， 受 動的 不食，

身体 性無 視な どが指 摘さ れた．②自 意識 葛藤 と しては，

思春期 例 の自己 不全 感や 自立 葛藤 に， 遅発例 の 孤立 的

理想主 義 や強 い自己 欺礪 性カ渕 比さ れた． ③ 対人 関係

障害 として は， 思春 期例 の社 会性 獲得 過程 での 「全か

無か」 的 態度に 対 し， 遅 発例 で は既得 された 社会 性の

切り 捨て 過程 での排 他的 自已 防衛 と親 密さの 不足カ嘩

げ ら れ た
．

家 族 関 係 で は
，

夫 婦 関 係 の 希 薄 さ カミ特 徴 的

で あ っ た
．

こ の 症 状 学 的 差 異 を も た ら す 要 因 と し て
，

生物 学的 およ び発達 心理 学的 ライ フサイ ク ル （ＬＣ） 上

の両者 の 位置の 相違 が想 定さ れ花．

２． 人格 の総 体的 発達 という 観点 か ら，遅 発例の 諸特

徴は， 思 春期例 で指 摘さ れる 狭義 での 自我 同一性 獲得

過 程 の 障 害 よ り も
，

む し ろ 醐 ｋｓ㎝ に よ っ て 指 摘 さ れ

た成 年前期 の課 題 である 親密 さの獲 得 に深 い関わ りを

も つ．
遅 発 例 の 痩 せ は 孤 立 の カ リ カ チ 皿 ア と も 見 徹 さ

れ る
．

男 女 共通 の 発 達 課 題 と現 代 の 女性 特 有 の 発 達 課 題

カミ， 互 い に 強 く 干 渉 し 合 う 時カミ女 性 の ＬＣ 上 ＡＮ の 発

症 状 況 を 形 成 す る と す れ ぽ
，

狭 義 の 思 春 期 と は 別 に，

結婚 と出産 を巡 る成 年前 期も まだ 有カ な発症 状況 を形

成 し 得 る、
ＡＮ の 発 症 状 況 は 女 性 の ＬＣ に 即 し て 再 検

討 さ れ る べ き で あ る
．
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１７７

論 文 審 査 の 要 旨

思 春 期 発 症 の ａｎＯｒｅＸｉ 舳 ｅ岬ＯＳａ に 比 し て
，

思 春 期 以 降 に 発 症 す る 遅 発 例 に つ い て は ま だ 不 明 な 点カ 移 い
．

本 論 文 で は
，

自 験 の 遅 発 例 に つ い て 臨 床 像
，

経 過
，

症 状 学 的 特 徴（１
．

食 と 体 重 を 巡 る 症 状
，

２
．

自 意 識 葛 藤
，

３
．

対 人 関 係 障 害 の ３ 側 面）に つ い て
，

思 春 期 発 症 例 の そ れ と を 精 神 病 理 学 的 に 比 較 検 討 し た
．

ま 花， 主 と し て

Ｅ 炊 ｓ㎝，
Ｅ
，
Ｈ
． の ラ イ フ サ イ ク ル 論 に 依 拠 し て

，
遅 発 例 の 発 達 論 的 発 症 背 景

，
発 症 状 況 と な り 得 る 局 面 に つ い

て
，

文 献 的 考 察 を 加 吏，
箸 者 の 試 論 を 展 開 し た

．

長 い経 過の 後， 不幸 な結 末を みる こと の 砂な く ない 摂 食障 害の 臨 床精 神 病理 研 究と し て価 値 ある 論文 で あ

る
．
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